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放置された里山を地元の力で元気にするには－大学生による提案－  
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■はじめに  

「里山」は人の資源利用などにより成立した森林であり，近年その価値は生態学・社会

学的に広く認められている（広木 2002）．しかし，エネルギー革命以降は里山資源を使用

することが少なくなり，現在は管理放棄された里山が多くある．管理放棄された里山は遷

移が進行し，これまでとは異なる形態になる．そのため里山の価値を保護するには，適切

な管理が必要となる．しかし人為影響を受けて成立した「里山林」の植生は兵庫県下でも

様々であり，放置里山林の管理手法は容易に一様化できない．従って管理にあたり，土地

ごとの植生の特徴を把握することは重要である．  

ボランティアの手により，里山の管理が行われている例は見受けられるが，経験則に基

づく管理やイベントによる単発の管理であることも多く，科学的根拠や継続性がないもの

がある（石坂 1987）．里山管理は一度の施業のみで成立するものではなく継続性が重要で

ある．本研究は森林科学を学ぶ神戸大学 3 年生の演習（実践農学）として行い，上記の問

題解決に当たるとともに，学生への里山管理の重要性を啓蒙することを目的としている．   

本演習は過去 3 年実施しており，篠山市内の複数集落における調査データの蓄積がある．

今年度はさらに 1 集落を加え，各地域の植生の特徴や，集落ごとの管理履歴の違いについ

て把握した．また，放置里山林の問題解決に積極的に取り組むため，管理施業試験が可能

な神戸市の放置里山林を調査区に加え，森林資源の利用を実際に行った．森林資源を広義

にとらえ，農家民宿や竹林の体験伐採，炭焼き体験などのイベントコンテンツに関して実

現性を検討し，神戸市など都市部住民と里山をつなぐ提案をした．  

 

■演習概要  

実施場所  

兵庫県篠山市  

今田・大沢・矢代・東木之部地区  

人間の影響によって自然植生が変えら

れ，多くがコナラ林やアカマツ林などの

代償植生となっている（武田 1994）．近

年は管理放棄されている里山林が多くな

り，樹木の集団枯死をもたらす，ナラ枯

れやマツ枯れ被害が随所で見られる．  

図 1．演習実施場所  

左：篠山市の各地区  

右：キーナの森  

Yahoo!地図 http:/ /map.yahoo.co. jp/  
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兵庫県神戸市北区「キーナの森」 

平成 28 年度開園予定の自然

公園である．放置された里山に

手を入れることで，希少種の保

護を含めた豊かな生物多様性の

保全・再生を行うともに，環境

学習や市民活動の拠点として活

用することを目指している（神

戸市建設局 HP）．  

実施内容  

【座学】担当教員による森林科学・里山管理に関する講義，ティーチングアシスタントを

中心とした学生の自主学習を行った．また，奈良県吉野地方における吉野林業の

見学も行った．  

【実習】年 3 回（5 月 23-24 日，10 月 17-18 日，1 月 9-10 日）実施した．  

第 1 回〈5 月 23-24 日 場所：今田・矢代地区〉  

・調査プロット作製：10m×10m のプロットを，今田地区に 2 プロット設けた．（過

去 3 年間で大沢地区に 2 プロット，矢代地区に 3 プロット設置・調査済み）  

・毎木調査：プロット内に出現した胸高（1.3m）以上の全木本個体について，樹種

判定・胸高直径（DBH）測定を行った．  

・ナラ枯れ被害確認：2013 年度に毎木調査を行った矢代地区において，樹木萎凋伝

染病であるナラ枯れの被害量調査を行った．  

第 2 回〈10 月 17-18 日 場所：キーナの森〉  

・里山管理の実践として，炭焼きを行った（写真 1）．  

第 3 回〈1 月 9-10 日 場所：矢代・東木之部地区〉  

・伐採業者による大径コナラ伐採と搬出を見学し，里山資源の一つとして柿渋によ

る染物を行っている工房の見学を行った．  

【ポスターおよびスライド制作・発表】1 月 23 日，神戸大学主催の地域連携フォーラムに

参加した．演習を通して学んだ内容を元にして，篠山市の地元の方々へ里山の管

理手法の提案を行った．  

 

■結果  

データの蓄積によりわかること  

 今年度調査を実施した今田では，調査区全体の個体密度は 5300 本 /ha，個体密度が高か

った樹種はコバノミツバツツジ（1950 本 /ha）・ヒサカキ（1400 本 /ha）・リョウブ（650

本 /ha）であった（図 2）．調査区全体の胸高断面積（BA）合計は 27.9 m2/ha，BA 合計が

高かった樹種はコナラ（13.7 m2/ha）・アベマキ（4.6 m2/ha）・リョウブ（4.2 m2/ha）で

あった（図 3）．今田地区の調査結果を大沢・矢代地区の調査結果と比較すると，以下のよ

写真 1．キーナの森での炭焼き実習  
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うな傾向が認められた．種構成に関して，今田―大沢地区間は異なっていたが，今田―矢代

地区間は比較的似ていた（図 2, 3）．また，最大 DBH は今田地区では 28.7 cm，矢代地区

では 40.8 cm と，種構成は似ていても成育状況が異なっていた．  

演習の成果  

 本大学では森林科学に関する講義が少なく，

実践農学履修生は，開講当初は森林について

ほとんど知識のない状態であった．本演習で

は，座学だけでなく植生調査やデータ解析，

現場見学などの実践を重視し，現場の事情を

十分に理解した上での専門知識の習得に努め

た．その結果，履修生らは宿泊演習の際，農

地の近くにまで樹木が茂っていることに気付

いた．里山管理に携わることになる地元住民

にとって，生計に関わる農地の管理が優先で

あり，隣接する森林までは手が回せていない．

樹木が茂っているため受けているデメリット

（獣害など，詳しくは図 4）を把握していな

いことに着目した．そこで篠山の農家が取り組める現実的な里山管理法として，「山際の帯

状伐採をもっと進める」ことを提案したいと考えた．伐採後の資源利用について検討する

ため，キーナの森の資源を用いて炭焼き実習を行い，科学的根拠と履修生らの経験に基づ

いた利用法を考えた．最終的には，放置里山問題の提起からこれらの具体的な解決策まで

を 1 枚のポスターにまとめ（図 4），篠山市で行われた地域連携フォーラムにおいて発表を

行った．参加者（篠山市長，地域住民，他学生や教員など）の投票により，約 30 枚に及

ぶポスターの中で最も多数の票を獲得し，篠山市長賞を受賞した（写真 2）．  

図 3．  篠山市 3 地区における BA 合計．  

凡例区分は図 2 と同様である．  

図 2．篠山市 3 地区における胸高直径階分布．実践農学で得られた今年度（今田地区）

と過去のデータの一部（大沢・矢代地区）を比較．3 地区いずれの調査区において

も個体密度あるいは BA 合計が全体の 10％に満たなかった樹種はその他とした．  
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図 4．  実践農学履修生が作製したポスター．10th 篠山市神戸大学地域連携フォ

ーラム（2016 年 1 月 23 日  於丹南健康福祉センター）にて発表．  



5 

 

 

■考察  

 調査地は同じ市内の里山であったが，

植生はかなり異なっていた．里山の管

理手法として例えば薪炭利用を考える

場合，今田・矢代地区では薪炭材とな

るコナラやアベマキが存在するが，大

沢地区ではそれらの樹種がなく薪炭施

業が難しいと考えられた．しかし，今

田・矢代地区では，コナラやアベマキ

の小径木がないことから，薪炭材とし

てこれらの樹種を伐採した後に，里山

が再生しない可能性がある．これまで

経験則で行われていた里山管理である

が，以上のことから土地毎に見合った管理を継続的に行うことが必要であることが，科学

的根拠を以て示せた．  

 本演習では，神戸大学生が主体となり放置里山で生じている問題を科学的知見により理

解し，地域住民に解決策の提案を行った．演習科目として毎年継続することで，データの

蓄積が進んでいる．演習を通して，学生らは里山への興味を深め，全国的に生じている放

置里山問題を身近なものと感じることができた．森林科学を知らなかった学生でも，1 年

間の履修を経ることで知識を得，実習地であった篠山市に還元することができたと言える．

さらに神戸大学の授業として行われたことで，学生が神戸市内の森林の問題点を把握する

良い契機となった．同様の演習を，神戸大学にとどまらず，市内の教育機関でも行うこと

により，神戸市内の森林についてもデータを蓄積することが出来れば，科学的根拠を持っ

た解決策へと進めることが可能であろう．  

   

■まとめ  

本実習により，以下のことが明らかとなった．  

・演習という形で里山管理のための基礎データをそろえることができる  

・継続的な里山管理の一助となる  

・研究と管理を連動させ，科学性が確保できる  

・フィールドを神戸市内にしても同様の成果が期待できる  
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写真 2．学生が作製したポスターが，地域

連携フォーラムにおいて篠山市長賞を受賞  


